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概要
(600字／
200words)
	　アビ・ヴァールブルク（1866-1929）は、しばしば現在のイメージ研究の先駆者として見なされている。パトスフォルメルやムネモシュネ・アトラスで知られる彼の仕事は、ジョルジュ・ディディ＝ユベルマンの「イメージのアナクロニズム」、ホルスト・ブレーデカンプの「イメージ行為論」、ハンス・ベルティンクの「イメージ人類学」などによって発展的に継承されてきた。こうした研究動向を受けて、ヴァールブルク以後のイメージ研究はどこへ向かうのか？
　本パネルでは、ヴァールブルクを一つの参照点として展開していくイメージ論の現在を考察する。彼が「ムネーメ」や「エングラム」という言葉で問題化したイメージの心的刻印は、イメージが一時的なものとしてではなく歴史へと開かれていくきっかけを与えるものである。また、「図像運搬手段」（Bilderfahrzeug）という概念によって、ヴァールブルクはイメージのメディウム性に注目し、それらが伝承されていく過程を跡づけることの意義を改めて問い直した。こうした観点の他にも、イメージ研究が現代芸術・政治・人類学・精神医学・認知科学といった諸領域に広がりうる可能性を、彼のテクストから読み取ることができるだろう。
　ヴァールブルクと直接・間接的に関わるいくつかのケース・スタディを通して、今日のイメージ研究が定位しうる共通のプラットフォームを提示していくことが本パネルの目的である。
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ラインハルト・コゼレックの政治的イコノロジー

	
	（発表要旨　600字／200words）

　「政治的イコノロジーは、ヴァールブルクの遺産の最も本質的な部分の一つである」と述べたのは、ジョルジュ・ディディ＝ユベルマンである。ヴァールブルクを引き継ぐ系譜の中では、政治を考察対象とするイメージ研究が代々行われてきた。その学統からは一定の距離を保ちながら独自の政治的図像研究を行なった人物に、ドイツの歴史家ラインハルト・コゼレック（1923-2006）がいる。彼は歴史学辞典『歴史的基礎概念』の編纂を行い、概念史という歴史学の方法論を基礎づけたことで広く知られているが、近年彼のアーカイヴが整理されることで、60年代以降集中的に取り組んでいたイメージ研究の全容が明らかにされてきた。
　1963年に「政治的イコノロジーについて」と題された短いテキストをコゼレックは残している。ここでは、「イメージにおける思考」が言語との比較の中で論じられ、近代の政治空間におけるイメージの役割が強調される。こうしたいささか抽象的な考察は、彼の記念碑および記憶文化に関する研究において具体的な展開の場を得ることになる。それに並行しながら、彼は政治的図像に関わる膨大な写真アーカイヴを築いている。こうした研究を背景にコゼレックは、90年代以降ドイツ国内で勃発してくる記念碑論争において積極的な発言を行うことになる。
　ヴァールブルクやその後のイメージ研究との比較を通して、コゼレックの政治的イコノロジーの諸相を浮かび上がらせることが本発表の目的である。

	
	（必要機材）

持ち込みPC接続用のRGBないしHDMI端子


	発表者
（２）
	（氏名）
佐藤 香奈穂
	（所属）

京都大学
	（身分）

博士課程 一回生

	
	（発表タイトル）

イメージとしての徴候──DSM時代における「表現の歴史心理学」

	
	（発表要旨　600字／200words）

　1980年代より世界的に用いられるようになったDSM（精神障害の診断と統計マニュアル）は、「生物学・心理学・社会学」を横断する立場から精神症状を成因論的に理解し、病名診断を実証的に行うことを眼目としている。本来、直接的に観察することができない患者の内的体験であるべき精神症状は、操作的評価基準を通じ、患者の行動および行動から観察・推察されるものとして客観的に計量化され、現時点的（個人史的）な問題として扱われる。しかし、身体症状とは異なり、精神症状は、精神症状それ自体の変化と精神症状認知における変化という歴史的な問題でもある。

　DSMにみられる分類学的な症状（symptom）とは別に、記述精神病理学と精神分析は精神症状の把握と理解を内在的に探究した。また、E・パノフスキーやH・ゼードルマイヤーなどの研究で知られるように、徴候（symptom）は、美術史・文化史における命題でもある。これらの議論に対して、ジョルジュ・ディディ=ユベルマン『残存するイメージ』は、ヴァールブルクによる「表現の歴史心理学」の構想を接ぎ木しながら、徴候という概念の再考を行った。ここで「構造的律動の力学」として位置付けられた徴候は、イメージにおいて心的であるがゆえに歴史的なものとして理解される。

　本発表では、DSM時代における精神症状を、ディディ=ユベルマンによる徴候を通じて歴史的議論へと開くことを目的とする。
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